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ノーモアの願いをこめて
秤様には愈々ご健勝てご籾進されている＇ドを心からお 1磁びl|1

上げ、敬滋を表する次第であります。平索は町政のため何かと

ご協力ご／加）］賜リ厚<i}|li•Ll|．I 上げます。

さて，思い起こすもあらた、山紫水明の地を一夜にて荒浪たる

修甚（佐易にしたあの南山城水4:・・。あれから早や20年の凩布がすぎ

ました。私たちは、亡き百余名の犠牲者に心から哀•I•点の誠を棒

げ、一•日も早く郷土を復典し御益 1こ答える4iを念し・つつ、それ

ぞれの持場に於て皆さんの懸命なご努力が大きく実を結び、今

ては見巡えるばかりの町づくリが出米たのてあります。しかし

ながら、ここまてになるには国や府関係ご当局の多くのご指祁、

ご援助も忘れることはできないのてあリます。山あいの小川に

まて砂防えん堤が築かれ、再び大きな災甚が起こらないよう万

全の備えはしておりますものの、自然の力はまだまだ大きいも

のがあリます。 II乍年も今だ1））i跡生々しい撰原の災せら雅い4人
の人命を奪いました。今後このような自然の秘力から皆さんの

生命と生活を守るためにはお互いの力の結集がぜひ必要である

事を1ih感するものであリます。

南山城水害20周年を迎えるに当リ、前iましい犠牲となられた

方々のごめい福をつつしんで心からお祈リし、よリよい町づく

リと併せて防災対策強化のために邁進する決意であリます。ど

うか一府のご協力を賜リますようお願い巾上げます。

昭和48年 8月

： 

前田伴之町長

和束町長
・ • 
月IJ 田 伴 之



連命の日昭和28年 8月15日．I
未曽有の大水害
昭和28年 8月14日は1!.s牡い薄蝕リのElてあった。ち

ょうど南方逹1こから 920ミリパールの台風第 7号が次

第に北」．．．しつつあリ、 1012ミリパールの太平洋翡気圧

との間に日本列島が気圧の谷l111にあリ、干1品に1}ti在す

る 992ミリパールの低気圧から南西に伸びる1.，;9滞ijij線
が近畿北部にあって次第に南下の傾向にあるという気

象状態であった。しかし特別気象特やI!や注滋報の発令

はなかった。夕刻よリ徐々に雨雲が厚くなり、午後 6

時半頃よリポッポツ雨が降リ出し、遠い稲兵がlI;¥，．tit迪

.iltと共に南四の方角に無気味に光った。

8月15日午前 1時頃よリ降雨は本格的となリ、激し

ぃfじ光とilt嗚は和束の天地を直撃してその降雨の状態
はまさに一挙にパケツの水をぶっかけるがごとくて、

そのi要惨さは筆舌に形容し帷く、実にこの世の終1）を

思わせるほどてあった。しかもそれが午前 5時頃迄連

続4時間の永きにわたって続き、ために和束111は平常

水位より約 6メートルの増水、各支川も培水し遂に和

束地方に未歯有の1参苫を猿fらせた。その降雨砒は雨砥

計の破損て詳らかてはないが、その時間雨批 100ミリ

ともいわれ、

死者並びに行方不明者 111人、負（iふ者 94人、 罹

災者 5232人、住宅の被1t戸数 1045戸

その他中和束村JJ!-1'協は流失、中和束村役場、中和束

村小学校、和束診燎所、和束郵（更局は一部流失、他は

全壊し、その他道蹄の決泊、橋梁の流失、田畑の流失、

埋没、冠水、山林の崩壊等は枚挙にいとまなく、罹災

者は学校区公民館、寺院等に収容、災出：救助法は 8月

15日～同28日まて発動せられた。

その1111日用品並びに食糧は相楽郡内消防団貝等の人

/flに依る鍮送や、アメリカ進耽軍のヘリコブターの空
鍮を受け、応急住宅資材もこれに依って鍮送を受けた。
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（注）
●南山城地区町村別水害被害状況

南山城水害）地略図
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和束川原の惨状
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復興への道のリその苦難をのリこえて
懸命に必死に
8 11 15 LIの黎明と共にilt嗚もII御l,iもおさまリ、その

後は却盛急速に回復し、午iiij9時頃には氾濫していた

和束/1[の水（立も一・挙に下ったが、和束川に架る栂梁は

全部流失、 1じ話線並びに地気の幹線も完全に流失、破

壊され、かつ和束を束i西に縦断するItf追木津水口線も

寸断せられたので外部との連絡はまった＜途絶した。

ために和束地方に於けるこの災：占状況の外部関係各機

関への報告は遅れ、ようやく翌16日のラジオ、新11111こ

取扱われるという結果であった。

京都府庁には直ちに災宙救助隊が設けられ、相楽地

方事務所に相楽支隊本部を設甜、医療救護班、給水班、

防疫班の派遣となリ、被災者の救助並びに応急復IEI作

業の援助を受けた。

災害発生と共に和束各村の全ての団体は出動し、な

かんずく消防団に於ては被災家屋の除去に、行方不明

者の捜索に、日用品並びに食様の運搬に、道路橋梁の

応急復旧作業等に従事した。又各村内の各紐団体もそ

れぞれ災害対策本部の計画によリ避難者の救済に当っ

た。

災雹復1日の中でも緊急を要するものは、通信線、電

気幹線の復旧てあリ、食様の確保、道路橋梁の応急復

旧てあリ、罹災者の救済であった。ことに住宅を失っ

た罹災者の応急住宅の建設はこの際急務とされ、これ

には関係機関の絶大なる援助を必要とするものであっ

たが、幸い迅速なる復1日態勢のもとに、住民の協力と

相侯って通侶線、電気幹線も復旧、またパス路線も急

設、災害後 1が月余て国鉄バスが運行せられ、ことに

螂 II知事の配慮によって、府道和束宇治線の前身であ

る木屋ー河原間 5キロ余の道路が全くの短期問の間に

新設開通した事は本災害復旧を大いに促進する結果と

なった。
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川原に設けられたテント対策本部 急拠設けられた高橋の仮橋 早くも学校校舎の再建



あれから20年 よみ がえったまち
子どもたちの笑顔の中で
南山城水・I;:から庫や20年ー一災，1：：(/)翌年のII(｛、fI|29年

に束， 919•西のこ汗［l 束村は介(/f して fll 束町となリ、昭

和31年湯船村がこれに合併、 1600世哨：：、 7001)人の和束

町となった。以米住宅、逍蹄、河川、 1,"梁、 I!J1地、山

村、公共施設呼の災孔ftU|EIは急速に進み、 JJIIうるに日

本の経済成艮に同調して本町の産業経済も若しい発展

をとげ、災也のため節年度梁!it.J，；字を出していた本町

の財政状態も次第に好転し、教有、医旅、社会福祉、

産業など町内に於ける施設を充実することがてきた。

今災：必当時の崩壊した惨伯たる山や川を瞼の哀にす

る時、 20年の推移の中に現在の和束町の姿はまさに，（務

異にhuiするものがあり、これは国や府、その他関係機

関の扱助があった中て、和束住民の不屈な復典へのIill

の滲むような努力が、当時夢にも見なかった平和郷・

和束町の建設となった訳てある。

すなわち当時の荒廃した和束川の川I|li；iは拡張され、

渡岸は略固に復旧、これに架する稿もコンクリートの

永久橋となった。引掻かれた赤土の山IIILは今は見当た

らず、砂防の防災工事の施行によって本来の緑は遠っ

て美林となり、四季折おりの1宵景を変え、住民の心も

この良い環境に次第 1こ落滸きを取リ戻し、今は健康て

明るい生活を送られている事は、真に当時と比較した

時欣喜の次第である。

今日本のいたるところ山は削られ、川は汚染され、

青空は失われて行く中で、和束町こそこの急速に悪化

する環境の中で、自然の緑を護リ、消冽たる川水を守

リ、明澄なるこの空の色を護り、皆の平和郷ー一われ

らの故郷・和束町を未来永劫1こ存続させて、謀に災審

のない安住の地としなければならない。

農業施設等の変遷（水害以前→惨状→現在）
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すすむ災害対策
再びくりかえすな
災`，I｛は忘れた煩にやって来る”ー一これは言い古

された名誼てはあるが、災，杯は忘れなくとも来る,1iは

最近の111努てある。ことに地球の,,,,j極端の冷去11部から
1り：＇//-的な変調の気集状態が続き、それが 1J;ilKIかのよう

な災'.，1(-が頻賂に米使する。昭和28年も全国的に災喝が

多く、．り叫啜 i•l•i や台風の上陸．が多かった。 7 月の阿蘇

山系やイ「U1川、紀ノ 111の即I啜雨、 l3り台風などがあ

リ、 l3号台風はI小i台風となり、和束Iiiは再び氾濫し忌

造 I/if. 橋を流失させた ’liも，記•I滋に甦る、9

昨年の 7月袋雨は全[lil的に災，1fを紐き起こし、本町

もこの聡I啜 i:l,iの直幣を受け、町内各所に被：必を出し

た中て、＇！がい [)L1人の住民の生命を(¥'-い、住宅、宅地、

河川、牒地、山林などに 4億5000Ji円のfll甚を与えた。

これは昭和28年災冴以米の大災',1，:てあったが、当町に

於てはいち吊く災：9！:浪|「l91i業を1、lil及び府の援助在受け

るとともに、関係機関やII|「民の協力を得て進めている。

-• Ii|：）j災対策は，i1・画（Iりに進めておリ、とくに対索雨
については、本町の地／f灸le．の兄地からこれに応じた対
策を進めているが、 fし険地僻が多く一挙に防災対策の ●，、

、必施は無狸であって、これの完成まては、災：必危険地

僻に住む住民に対しては泄り！fI:，汁l!hiをたてるとともに、

これの泄雅命令の撤底、避り＼IIi場所の指定、避雅者の収

容等細部に渉る計画も作成、万—·に対処できるように

している。また非常の場合の住民の迎雅笞告、避雅命

令の版底等も町内関係機関との連繋を密にし、少く共

災：，1::から人命を守るポの防災態勢はとっているが、こ
れには住民の協力があってはじめて目的が達せられる

ものである。

「再び災甚を繰返すな」を合言策に、今昭和28年南

山城水甚20周年を迎え、不幸にしてこの災杏の犠牲と

なられ、今は亡き人びとに謹んで合掌し、ご冥福を祈

るとともに、町内各関係団体、町住民のご協力を得て、

防災対策に万全を期するための努力をする事を誓うも

のである。

・放水路の改修工事も万全を

緊急事態を知らせる1言号灯も設遣されて

r‘ 

完成した和束川の堤防
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